
岡山大学での情報提供書


① 実験責任者の連絡先


② 譲渡をした or 受けたの選択


③ 遺伝子情報 
特に、病原性、感染性の有無が大事


⑤ 承認の有無


④ 運搬の方法、容器、 
　  拡散防止区分


⑤ 相手先の情報




遺伝子組換え生物等 
使用実験計画書


研究計画の名称


研究期間（５年以内）


使用する機関名


実験室名まで書く 
（ここに記載されていない実験室での 
使用はできない）


実験従事者とその実績 
例）微生物あり（１０年） 
少なくとも１名は経験者 
がいる必要がある


管理者の氏名




微生物使用実験：遺伝子組換え微生物を用いる実験であって、 
　　　　　　　　　　　 他に当てはまらないもの 

大量培養実験：遺伝子組換え微生物を用いる実験であって、 
　　　　　　　　　　容量が20 Lを超える培養設備を用いるもの 

動物作成実験：遺伝子組換え動物を用いる実験 

動物接種実験：動物に保有されている遺伝子組換え動物を 
　　　　　　　　　　用いる実験


遺伝子組換え実験について 



植物使用実験について 

植物作成実験：遺伝子組換え植物を用いる実験 

植物接種実験：植物により保有されている遺伝子組換え生物 
　　　　　　　　　　等を用いる実験 

きのこ作成実験：遺伝子組換えきのこ類を用いる実験




１．微生物使用実験

２．大量培養実験

３．動物使用実験


（１）動物作成実験　　（２）動物接種実験

４．植物等使用実験

（１）植物作成実験　　（２）植物接種実験

（３）きのこ作成実 


論文未投稿の内容を書く必要はないが、 
審査員がどのような実験を何のために 
しているのか分かりやすく記入する必要がある。 
どの区分の遺伝子組換え生物を使用し、 
どの拡散防止措置が必要か記入する。


あてはまる項目は全て書く


2-3行程度


生物種（クラス分類）


Accession No.、サイズ、機能、 
感染性など


伝達性、薬剤耐性マーカーなど


大臣確認が不要な理由等


組換え核酸の移入方法、 
増殖、繁殖の方法 
感染性、伝播性、毒素産生能などの有無


この遺伝子を持たない生物と比較してどのような特性を持つか記載




法律に基づき記載


拡散防止措置の区分に十分な施設の設備があるか、 
実験室ごとに記載。施設の図を記載しても良い。


十分な不活化ができているか記載。 
エタノール消毒の不活化は認められない。


動物実験の認可がおりているか、 
大量培養の場合、緊急時の対応


部局の担当教員の許可を受ける




生物種


相補DNAなど 

pcDNA3.1


大腸菌


P1




ポイント


組換え生物の不活化は基本的にはオートクレーブで行うこと。 
オートクレーブできないものはエタノールではなく次亜塩素酸等を使用する。 
これらの処理をしていないものを流しに流さないこと。


供与核酸の欄にてAccession No.や機能等の記載がないものが多いです。 
忘れずに記載して下さい。


カルタヘナ法での生物の定義において、ウイルスが含まれています。 
また、培養細胞は含まれていません。 
しかし、概要欄に培養細胞での実験も省略せずに記載して下さい。


最後に 
遺伝子組換えDNA実験の審査員は様々な分野の人で構成されています。 
異分野の人が見てもすぐに理解できるような計画書を作りましょう。


宿主・核酸のクラス分類、ベクターの区分などを調べる参考書、ホームページ 
を次のページに掲載しています。 
確認してから、申請して下さい。




参考書: 
よくわかる！ 
研究者のためのカルタヘナ法解説 
遺伝子組換え実験の前に知るべき基本ルール 

国立感染症研究所　前所長　吉倉　廣　監修 
遺伝子組換え実験安全対策研究会　編著 
（株）ぎょうせい 
定価　3048円＋税 

文部科学省ホームページ: 
安全に関する取り組み 
http://www.lifescience.mext.go.jp/bioethics/ 
anzen.html#kumikae 


